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年
度
の
日
本
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量

速
報
値

は
、

年
度
総
排
出
量
を
下
回
り
、
さ
ら
に
は
京
都
議
定
書
の
規
定
に

よ
る
基
準
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総
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業

務
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化
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減
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球
温
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ス
ト
京
都
議
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め
ぐ
る
交
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日
本
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張
に
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を
持
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せ
る
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議

定
書
の
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求
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。
日
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は

年

月
に
名
古
屋
市

で
開
か
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第

回
締
約
国
会
議
で
、
議
長
国
と
し

て
会
議
を
成
功
に
導
い
た
。
だ
が
、
手
腕
が
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か

ら
。
生
物
多
様
性
保
全
に
向
け
た
行
動
を
国
内
外
で
呼
び
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

年
６
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
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オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
行
わ

れ
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「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議

地
球
サ
ミ
ッ
ト

」
は
、

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
と
生
物
多
様
性
条
約
が
提
起
さ
れ
署
名
が

ス
タ
ー
ト
し
た
会
議
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら

年
。
「
リ
オ
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」

と
も
呼
ば
れ
る
地
球
サ
ミ
ッ
ト
が

年
５
月
に
同
地
で
開
か
れ
る
。
成

果
を
検
証
し
、
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
を
共
有
す
る
。
地
球
環
境
に

関
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。
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ヒートアイランド対策事業の一環で東京都内において行われた遮熱性舗装の作業
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